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は、中島孤島（1878-1946 年）が翻訳したグリム童話が 41 話収められている。これが好評を博
したことから、中島は新たに 41 話を翻訳し 1924（大正 13）年に『続グリムお伽噺』を同シリー








拙論で既に言及した。1 調査を続けた結果、新たに分かった挿絵画家について本稿第 1 節で補足
する。一方で、岡本が『続グリムお伽噺』のために 8 年後に描いた挿絵を考察すると、全く別
の挿絵画家を手本としていることが分かった。続編の岡本の挿絵に影響を与えた画家たちにつ
いては第 2 節で言及する。 
続編が望まれたほど好評だった『グリム御伽噺』だが、それを裏付ける事実がある。この邦
訳グリム童話が、日本のみならず外国のグリム童話受容に影響を与えているのである。これに







                                                                 
1 西口拓子「岡本帰一に影響を与えたドイツの挿絵画家たち――『グリム御伽噺』を例として」『専修大学
人文科学研究所年報』第 44 号、専修大学人文科学研究所、2014 年、171-196 頁。 
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1. 1. フォッテラー 
『グリム御伽噺』の「牝鶏の死」（KHM 80）2 の挿絵（図 1）にまず着目したい。このグリ
ム童話は、ドイツ語圏で広く読まれた『グリム童話集』の選集（50 話からなる「小さい版」
Kleine Ausgabe）にも収められているにもかかわらず、ドイツ語圏でもあまり知られていない
話である。 3  そのため挿絵の数も限られている。4  数少ないものの一つにフォッテラー















 図 1 図 2 
図 1 岡本画「牝鶏の死」（KHM 80）（筆者蔵） 
図 2 フォッテラー画「雌鶏の死んだ話」（KHM 80）（筆者蔵） 
 
                                                                 
2 慣例に従い、『グリム童話集』（Kinder- und Hausmärchen）の各話に、第 7 版（1857 年）での収録番号を
KHM とともに示す。日本語訳のタイトルは野村泫訳（『完訳グリム童話集』ちくま文庫）を参照した。 
3 Uther, Hans- Jörg: Handbuch zu den „Kinder- und Hausmärchen“ der Brüder Grimm. Entstehung ― Wirkung ― 
Interpretation. 2., vollständig überarbeitete Auflage. Berlin/Boston 2013. Hier S. 177. 一方で日本においては、ヘ
ルバート学派の教育学の影響を受け、明治時代には少なくとも 4 度も翻訳されている。 
4 「小さい版」の Paul Meyerheim の挿絵のうち一枚がこの童話を描いたカラーの別刷り挿絵だが、この絵
からの岡本への影響は見られない。初期の日本でのグリム童話翻訳では、Meyerheim の挿絵が摸刻され、
雑誌『小国民』の「狼と七匹の羊」（1889 年）や「雪姫の話」（1890 年）の挿絵として用いられている。（西
口拓子「挿絵からみたグリム童話」大野寿子編『グリムへの扉』勉誠出版、2015 年、123-151 頁、特に 137-139
頁。） 
5 Kinder-Märchen. Gesammelt durch die Brüder Grimm. In neuer sorgfältiger Auswahl. Mit Illustrationen von E. 
Klimsch, V. Mohn, A. Zick, F. Reiß, F. Flinzer, W. Claudius, P. Schnorr, Chr. Votteler, E. Dolleschal u. a. Stuttgart 
1894. 
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『子どものための童話集』のためにフォッテラーが描いた挿絵は、他にも「犬と雀」（KHM 58）、




の一枚のみである。6 この岡本による図 1 は、別の国でのちに挿絵として利用されるのだが、こ
れに関しては本稿 3.1.で言及する。  
 
1. 2. ロイテマンとオフターディンガー 
図 3 は岡本による「卓子と驢馬と棒」（「テーブルとろばと棍棒」KHM 36）の挿絵で、ドイ
ツでもしばしば描かれる場面《魔法の品を携えて帰還する末息子》 7 である。この絵のために
















                                                                 
6 続編『続グリムお伽噺』（1924 年）には、「犬と雀」、「狼と狐」、「みそさざいと熊」が訳出されているが、
挿絵にはフォッテラーからの影響はみられない。 
7 Uther 2013, S. 90. 
8 丸いテーブルは以下の画家が描いている。Alexander Zick (Märchen für Kinder. Berlin 1886), Karl Alexander 
Wilke (Tischchen deck dich, Goldesel, und Knüppel aus dem Sack. Hrsg. v. Maximilian Führing. Wien 1925), Fritz 
Kredel (Grimms’ Fairy Tales. Translated by Mrs. E.V. Lucas, Lucy Crane and Marian Edwardes. New York 1945). 
9 西口 2014 年、189 頁。 


















図 3 岡本画 「卓子と驢馬と棒」（KHM 36）（筆者蔵） 
図 4 ロイテマン（?）画「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（ベルリン国立図書館蔵）10 
図 5 ロイテマン（?）画「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（ベルリン国立図書館蔵） 
 
図 4 と図 5 が収められた『ドイツの子どもの童話集』（1884 年）11 の本の挿絵を手掛けたのは
ロイテマン（Heinrich Leutemann, 1824-1905 年）とオフターディンガー（Carl Offterdinger, 
1829-1889 年）である。どの挿絵をどちらの画家が描いたかは明記されていないが、オフター
ディンガーはたいてい絵の中に名前を記入している。図 4 と図 5 の挿絵にはサインもなく、ロ
イテマンによるとみられる。この『ドイツの子どもの童話集』の挿絵は、「狼と七匹の小やぎ」
の絵本である『八ツ山羊』（1887 年）でも模倣されていることから、12 岡本が参考にするより
も 30 年ほど以前に日本にもたらされていたと考えられる。 
                                                                 
10 Berlin, Staatsbibliothek- Preußischer Kulturbesitz.  
11 Deutsche Kinder-Märchen: 12 Lieblingsmärchen für die Jugend. Mit 72 Farbdruckbildern nach Aquarellen von 
Prof. C. Offterdinger und H. Leutemann. Stuttgart / Leipzig [1884]. 
12 西口拓子「本邦初のグリム童話の翻訳絵本『八ツ山羊』と、それに影響を与えたとみられるドイツの挿
絵について」『専修大学人文科学研究所月報』第 257 号、専修大学人文科学研究所、2012 年、17-33 頁。 










 図 6 図 7 
図 6 岡本画「宿無しの群」（KHM 10）（筆者蔵） 
図 7 ロイテマン（?）画「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（ベルリン国立図書館蔵） 
 





としては、アッポルト（Karl Appold, 1840-1884 年）がミュンヘン一枚絵に描いたものがある。13 
そこには重量感のある肘掛付きの安楽椅子が描かれている。しかしながら、この絵を含めて、
岡本が一枚絵を参照した形跡はみられない。Uther によれば、「ならずもの」の挿絵が数多く描
かれるようになったのは、19 世紀末以降という。14 ウベローデ（Otto Ubbelohde, 1867-1922 年）
も 2 枚の挿絵を描いているものの椅子は描いていない。15 フィッシャー（Hans Erich Fischer, 
1909-1958 年）の有名な絵本には安楽椅子も描かれているが、刊行は『グリム御伽噺』より後
の 1945 年である。16 岡本には、参照可能な「ならずもの」の挿絵が手元になかった可能性が高
い。 
明治や大正期日本のグリム童話の挿絵は、洋風に描かれているものは、欧米の挿絵を参考に
                                                                 
13 Das Lumpengesindel. Münchener Bilderbogen Nr. 375, Buch 16. München 1864. この絵は野村泫訳『完訳グリ
ム童話集』第 1 巻、ちくま文庫、2005 年、141 頁に収められている。 
14 Uther 2013, S. 22. 
15 Kinder- und Hausmärchen gesammelt durch die Brüder Grimm. Jubiläumsausgabe. Zeichnungen von Otto 
Ubbelohde. 3 Bde. Leipzig, Bd. 1: 1907, Bd. 2: 1908, Bd. 3: 1909. 
16 Das Lumpengesindel. Ein Märchen. Mit Zeichnungen von Hans Fischer. Zürich 1945. その他、あまり知られて
はいないが 1925 年の Nina Brailowsky（1899-?年）の絵本もある。Das Lumpengesindel. Märchen von den Brüdern 
Grimm. Buchschmuck von Nina Brailowsky. Leipzig [1925]. 
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描いていることが少なくない。手本にしたのは、必ずしも同じ話の挿絵とは限らない。17 本項






何より、『ドイツの子どもの童話集』からは図 4 および図 5 を参照しているのであるから、同じ









1.3. ミュラー＝ミュンスター  
岡本が利用した画家のひとりにミュラー＝ミュンスタ （ーFranz Müller-Münster, 1867-1936 年）












18 Freyberger, Regina: Märchenbilder−Bildermärchen: Illustrationen zu Grimms Märchen 1819−1945. Oberhausen 
2009. Hier S. 153, 357. 
19 西口 2015 年、128-130 頁参照。 
20 西口 2014 年、193 頁。 









 図 8 図 9 図 10 
図 8 ミュラー＝ミュンスター画「兄と妹」（KHM 11）（筆者蔵） 
図 9 岡本画「小さな姉弟」（KHM 11）（筆者蔵） 
図 10 岡本画「黒姫」『金の船』（第 1巻第 2号）（日本近代文学館蔵） 
 



















                                                                 
21 『金の船』（第 1 巻第 1 号）金の船社、1919 年、22 頁。 
22 中島孤島訳『続グリムお伽噺』冨山房、1924 年、6 頁。 












 図 11 図 12 
図 11 「岡本」画『続グリムお伽噺』のタイトルページと巻頭口絵（三康図書館蔵） 




絵に関しては本稿 2.2．参照。）これは、挿絵画家のラッカム（Arthur Rackham, 1867-1939 年）23 の
挿絵（図 12）と一致している。 
岡本の挿絵がラッカムから影響を受けていることは、先行研究で既に指摘されてきた。たと
えば 1919 年に刊行されたラッカムの絵本『シンデレラ』（KHM 21）24 のシルエット画を、岡本
はほぼそのままの形で、1921 年に斎藤佐次郎の「熊になった王女」（雑誌『金の船』第 3 巻第 1
号）、1922 年に中島孤島の児童劇「かまど姫」（『金の船』第 4 巻第 4 号、5 号）の挿絵として使っ
ている。25 
1920 年刊の絵本『ねむり姫』（KHM 50）26 は 1922 年の「金の冠をかぶった王子」（『金の船』
第 4 巻第 8 号）に影響を与えている。27 特徴的なのは、1920 年に雑誌『金の船』に連載された
長編童話「山六爺さん」（沖野岩三郎作）の挿絵である。連載の第 2 回までは線画だが、第 3
                                                                 
23 ラッカムに関する研究書は以下を参照した。Hamilton, James: Arthur Rackham. A Life with Illustration. 
London 1990.／Hudson, Derek: Arthur Rackham. His Life and Work. London 1960. 
24 Cinderella. Retold by C. S. Evans. William Heinemann, 1919. ドイツ語版は Aschenbrödel.  Zürich [1926].  
25 三宅興子「比較児童出版美術史・事始め」、宮川健郎他『メディアと児童文学』東京書籍、2003 年、41-71
頁。ここは 62-64 頁。 
26 The Sleeping Beauty. Retold by C. S. Evans. William Heinemann, 1920. ドイツ語版は Dornröschen. Zürich 
[1926]. 
27 三宅 2003 年、62-63 頁。 


























 図 13 図 14 
図 13 岡本画「不思議な音樂者」（KHM 8）（三康図書館蔵） 
図 14 ラッカム画「風変りな音楽家」（KHM 8）（筆者蔵） 
                                                                 
28 三宅 2003 年、62 頁。 
29 西口 2014 年、180 頁。 
30 Fairy Tales of the Brothers Grimm, translated by Mrs. Edgar Lucas. London 1900. 
31 Fairy Tales by the Brothers Grimm, translated by Mrs. Edgar Lucas. London / New York 1909. ここにはカラー
挿絵が 40 枚収められている。 
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まず、本節の冒頭に掲載したラッカムのシルエット画（図 12）とよく似た線画がある。「不
思議な音樂者」（KHM 8）の挿絵（図 13）で、線画だが構図は酷似している。岡本の図 13 では、
音楽家の右手の位置と、帽子を持つ手が図 12 とは異なる。これらはラッカムが同じ話のために
描いたもう一枚のシルエット画（図 14）を参考としたようにみえる。全体の構図は、木に括り





人と、それを仕組んだ主人公が得意気に立っている姿である。図 15 と図 17 は構図だけでなく、
腰に手をあてて立つ主人公の姿もよく似ている。図 16 も岡本によるカラーの別刷り挿絵だが、












 図 15 図 16 図 17 
図 15 岡本画「ふるへて見たいといふて旅をした人の話」（KHM 4）（三康図書館蔵） 
図 16 岡本画「ふるへて見たいといふて旅をした人の話」（KHM 4）（三康図書館蔵） 





                                                                 
32 西口 2014 年、193-195 頁。 










 図 18 図 19 
図 18 岡本画「白蛇」（KHM 17）（三康図書館蔵） 
図 19 ラッカム画「白い蛇」（KHM 17）（筆者蔵） 
 
「白蛇」（KHM 17）の主人公の男が魚を助ける場面を描いた図 18 も、左上に Kiichi という
サインが見えるが、ラッカムの挿絵がさほど変えられずに写された例である。主人公の男性の








調査すると、この腰かけが描かれていることが多い。多くの場合、モーン（Viktor Paul Mohn, 






                                                                 
33 Kinder-Märchen. Stuttgart 1894. 
34 Schönste Märchen. Mit vielen Bildern von Kunstmaler F. Müller-Münster. Reutlingen 1924. 














 図 20 図 21 図 22 
図 20 岡本画「七羽の鴉」（KHM 25）（三康図書館蔵） 
図 21 ラッカム画「七羽の烏」（部分）（KHM 25）（筆者蔵） 













                                                                 
35 松岡享子『昔話を絵本にすること』東京子ども図書館、1981 年。フェリクス・ホフマン画「七羽の烏」
に描かれた椅子に対しての違和感を詳しく論じている。（62-63, 79 頁。） 
36 「少女は両親からもらつた小さな指輪と、お腹をふさげるためのパンと、のどの渇きをとめる水と、く
たぶれをやすめる杖の外は、なにも持たずに家を出かけました。」（中島訳 1924 年、173 頁。） 










 図 23 図 24 図 25 
図 23 岡本画「勇猛なちび仕立屋」（KHM 20）（三康図書館蔵） 
図 24 ラッカム画「腕ききの猟師」（KHM 111）（筆者蔵） 
















                                                                 
37 Utherが指摘するように「勇敢なちびの仕立屋」には 19 世紀以来、多くの挿絵が描かれてきた。（Uther 2013, 
S. 49.）ラッカムによる挿絵も存在するにもかかわらず、岡本は別の話の挿絵を利用している。 
38 「小鬼の話」（「小人たち」KHM 39）で、クリムシュが描いた四人の小人のうち、手前の二人のみを模倣
して挿絵を描いている。（西口 2014 年、190 頁。） 


















 図 26 図 27 図 28 
図 26 岡本画 『続グリムお伽噺』表紙（三康図書館蔵） 
図 27 ラッカム画 「おいしいおかゆ」（KHM 103）（筆者蔵） 
図 28 岡本画 『金の船』の目次頁（部分）（日本近代文学館蔵） 
 
図 27 はラッカムによる「おいしいおかゆ」（KHM 103）の挿絵である。これを参考にして岡
本は、『続グリムお伽噺』の表紙絵（図 26）を描いたとみられる。老女のみならず、少女の髪
型も良く似ている。ラッカムの挿絵（図 27）の中の老女の姿は、岡本は一足先に 1920 年に雑
誌『金の船』の「アンデルセン号」（第 2 巻第 10 号）の目次頁の挿絵（図 28）としても利用し




                                                                 
39 西口 2014 年、174 頁。 
40 Alexander Zick（1886 年）や Wilhelm von Diez（1859 年）による一枚絵に描かれているほか、Franz Wacik, 
Ignatius Taschner, Fritz Philipp Schmidt もこの場面を描いている。 










 図 29 図 30 
図 29 岡本画「三人の糸ひきおばさん」（KHM 14）（三康図書館蔵） 













 図 31 図 32 図 33 
図 31 岡本画「森の中の三人矮人」（KHM 13）（三康図書館蔵） 
図 32 ラッカム画「森の中の三人の小人」（KHM 13）（筆者蔵） 
図 33 ラッカム画「二人兄弟」（KHM 60）（筆者蔵） 
 
図 31 は、「森の中の三人矮人」（KHM 13）の挿絵で、話す度に娘の口から蛙が飛び出す様子
が描かれている。筆者の調査では、この場面が描かれることは稀で、ドイツ語版の挿絵からは
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41 Kinder- und Hausmärchen. Gesammelt durch die Brüder Grimm. Bd.2. Mit bunten Holzschnitten von Alfred 
Zacharias. Berlin [1939]. 
42 Fairy tales from Grimm. With Drawings by Gordon Browne. London 1894. 
43 昭和以降に岡本が描いた挿絵も同様にラッカムからの影響を受けながらも、「帰一の世界をつくりあげ」
ていると評されている。（三宅 2003 年、66-67 頁。） 
44 筆者の調査した限りでは、20 世紀前半までのドイツでは、この場面の挿絵はポック（Alexander Pock, 
1871-1950 年）のものが一枚のみ見つかった。Märchen gesammelt durch die Brüder Grimm. Bildschmuck von 
Alexander Pock. Doppelbändchen. Linz 1900. 
45 Grimm's Fairy Tales: Children’s Classics by Jacob Grimm, Noel Pocock (Illustrator), Ellen S. Shapiro (Foreword). 
New York. 刊行年不詳。 










 図 34 図 35 
図 34 ポコック画 「風変りな音楽家」（KHM 8）（筆者蔵） 
図 35 岡本画「不思議な音樂者」（KHM 8）（三康図書館蔵） 
 












 図 36 図 37 
図 36 岡本画 「フリーデルとカテリースヒヘン」（KHM 59）（三康図書館蔵） 








は一切挙げていない。同姓同名の Guy Noel Pocock (1880-1955 年) は、インターネット上では同
一人物のように扱われているが、こちらは詩人で、“Précis writing for beginners” 48 を著し、
“Modern poetry” 49 と “Modern humour” 50 を編纂した人物である。挿絵画家のポコックと同一
人物であるとする根拠は見つからなかった。ところで、Zirnbauer が参照したのは New York 1940
年の版である。筆者が入手したリプリント版は 1938 年のもので、初版の刊行年は明記されてい
ない。今回の調査からは、既に 1924 年に日本で刊行された『続グリムお伽噺』に挿絵が少なく
とも 3 枚利用されていることから、初版の刊行年はそれ以前ということになる。 
 
岡本がラッカムの挿絵を『グリム御伽話』よりも以前に、雑誌『金の星』でも手本として使っ
ていることは、本稿 2.1.で指摘した。ポコックの挿絵も同様である。1923（大正 12）年 3 月の
『金の星』（第 5 巻第 4 号「グリム号」）の三色版の巻頭口絵（図 39）の右下には Kiichi という




ている。『金の星』第 5 巻第 4 号は、『続グリムお伽噺』の刊行より一年前であるので、岡本は
既にこの時にポコックの挿絵を目にしていたことになる。これに伴い、ポコックの挿絵の付い
た英語訳も 1923 年以前に刊行されていたと考えられる。岡本は『続グリムお伽噺』においても





                                                                 
46 The Life and Strange Adventures of Robinson Crusoe of York, Mariner, as Related by Himself by Daniel Defoe, 
Noel Pocock (Illustrations). London 1906. 
47 Zirnbauer, Heinz: Grimms Märchen mit englischen Augen. In: Brüder Grimm Gedenken. Bd. 2. Marburg 1975, S. 
203-245. Hier S. 229. 
48 Précis writing for beginners. Guy N. Pocock. London 1917. 
49 Modern poetry. Edited by Guy N. Pocock. New York 1920.  
50 Modern humour. Chosen and edited by Guy Pocock & M.M. Bozman. London 1940. 
51 『金の船』（第 5 巻第 4 号）に掲載された「大まうけ」（KHM 7）は、同じく中島孤島によるグリム童話
の翻訳で、本文挿絵は水島爾保布（1884-1958 年）が手掛けたが、巻頭口絵は岡本によるカラー挿絵（図
39）であった。 











 図 38 図 39 図 40 
図 38 ポコック画「うまい取り引き」（KHM 7）（筆者蔵） 
図 39 岡本画『金の船』（第 5 巻第 4 号）巻頭口絵（三康図書館蔵） 















めるのは非常に困難である。ところが、1923 年に雑誌『東明』に掲載されたグリム童話 15 話
                                                                 
52  Choi, Seok-Hee: „Zur Rezeption der Grimmschen Märchen in Korea“. In: Jahrbuch der Brüder Grimm- 
Gesellschaft 6 (1996), S.105-126. Hier S. 105-106. 
53 Liang, Yea-Jen: „Kennen die Chinesen die Märchen der Brüder Grimm?“. In: Brüder Grimm Gedenken 5 (1985), 
S.176-192. Hier S. 184. 
― 20 ― 
に関しては、底本が中島訳の『グリム御伽噺』（1916 年）であることが厳により確認された。54 
『東明』には計 15 話のグリム童話の翻訳が、計 19 回にわたって掲載され、合わせて 13 枚の挿
絵が添えられている。一部の挿絵には「SS」というサインがみられるものの、挿絵画家に関し
ては明らかになっていない。55 Choi は、そのうち 2 枚の挿絵――「ホレおばさん」（KHM 24）
と「ヨリンデとヨリンゲル」（KHM 69）――が韓国風に描かれていることを指摘し、挿絵を掲
載している。56 一方で、Choi は「狼と七匹の子やぎ」（KHM 5）の挿絵 2 枚が岡本の挿絵に酷
似していることも指摘する。実際に確認すると、酷似している挿絵の数は 2 枚にとどまらず、
計 7 枚である。本稿に掲載した図版のうち、フォッテラーによる図 1 とロイテマンに遡ると考






「狼と七匹の子やぎ」（KHM 5）（『東明』2-3, 2-4）挿絵 2 枚…オスヴァルト 1910 年 
「蛙の王様 または鉄のハインリヒ」（KHM 1）（『東明』2-5）…リーバーマン 1908 年 
「テーブルとろばと棍棒」（KHM 36）（『東明』2-11）…ロイテマン（?）1894 年 
「雌鶏の死んだ話」（KHM 80）（『東明』2-17）…フォッテラー 1894 年 
「漁師とおかみさんの話」（KHM 19）（『東明』2-20）…岡本のオリジナル？57 
「赤ずきん」（KHM 26）（『東明』2-22）…ゲプハルト 1911 年 
  
                                                                 
54 厳基珠「韓国におけるグリム童話の翻訳―『東明』所収の作品を中心に」『専修人文論集』第 101 号、専
修大学学会、2017 年（2017 年 11 月刊行予定）。 
55 『東明』の挿絵画家「SS」に関しての考察は以下を参照。厳 2017 年。 
56 Choi 1996, 116 頁にこれらの挿絵が掲載されている。 
57「漁師とおかみさんの話」に、岡本が何らかの手本を利用したか否かは、現在のところ不明である。 








 図 41 図 42 
図 41 画家不明「雌鶏の死んだ話」（KHM 80）（韓国国会図書館蔵） 








た 12 枚の挿絵は、テイラー訳のために描かれたクルックシャンク（George Cruikshank, 1792-1878
年、イギリスの挿絵画家）の絵を彫りなおしただけのものである。58 1837 年にポルトガル語訳
のグリム童話が雑誌に 3 話掲載された際にも、このフランス語訳が底本となっただけでなく、





                                                                 
58 Rimasson-Fertin, Natacha: „Die Kinder- und Hausmärchen in der Heimat der Contes de fées. Zur französischen 
Rezeption der Grimm’schen Sammlung und zu deren Bedeutung für Märchensammlungen im Frankreich des 19. 
Jahrhunderts“. In: Märchen, Mythen und Moderne. Hrsg. v. C. Brinker-von der Heyde u. a. Frankfurt a. M. u. a. 2015, 
Bd. 2, S. 935-947. S. 936. 
59 Cortez, Teresa Maria: „Zur Rezeption der Kinder- und Hausmärchen in Portugal: Die ersten Fassungen“. In: 
Brüder Grimm Gesellschaft 6 (1996): 127-142. Hier S. 127. 


























                                                                 
60 創刊者・編集者は川村理助で、師範学校校長などを歴任した教育者である。『幼年園』は娯楽色より教育
色の強い雑誌で、出版を手掛けた培風館は教科書出版で定評があったという。（三宅興子・香曽我部秀幸編
『大正期の絵本・絵雑誌の研究』翰林書房、2009 年、58-60 頁。） 
61 『幼年園』同号に収められた「キクニンギョウ」の挿絵には「修二」というサインがあるが、多くの挿
絵には何の手掛かりも残されていない。絵雑誌では画家名が明記されることは稀であるとの指摘がある。
（三宅他編 2009 年、108 頁。） 
62 第 12 号のうちの見開き一頁は、『大正期の絵本・絵雑誌の研究』で紹介されている。（三宅他編 2009 年、
174 頁。）しかしながら、岡本やオスヴァルトの絵との類似性は指摘されていない。 
63 西口 2014 年、177-179 頁。 





























                                                                 
64 三宅他編 2009 年、175 頁。この箇所では、中島訳がかなり簡略化されている一方で、「ブルブル」とい
う言葉が付け足されている。（中島孤島訳 1916 年、9, 12 頁参照。） 
65 厳 2017 年。 
66 三宅他編 2009 年、143 頁。 
67 三宅興子「「絵本」の「翻訳」史・試論」、児童文学翻訳大事典編集委員会編集『図説児童文学翻訳大事
典』第四巻、大空社、ナダ出版センター、2007 年、11-29 頁。 





れてきた 1940 年よりも以前――1923 年よりも以前――にポコックのグリム童話の挿絵が描か
れていたことが明らかとなった。 
中島訳に岡本の挿絵の付いた『グリム御伽噺』が好評を博したことは、これらが日本のみな
らず韓国においても利用されていたことからも裏付けられる。ドイツの挿絵への依存度の高い
岡本の挿絵が、同じように手本とされて、さらに使われていたのである。 
